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遺伝性乳がん・卵巣がん症候群の原因となる BRCA1 の新規結合分子 OLA1 を発見 

その機能の破綻による発癌メカニズムを解明 

 
＜概要＞ 
 2013 年 5 月、米国の有名女優が予防的両側乳房切除を受けたことを公表し、BRCA1 または、

BRCA2 の遺伝子変異が原因となる「遺伝性乳がん・卵巣がん症候群」が大きく注目されました。私

達は、BRCA1 の新しい結合分子 Obg-like ATPase 1 (OLA1)を発見しました。OLA1 の機能解析の結

果から、OLA1 の細胞分裂における機能の破綻が発がん機構に関与することを解明しました。 
 
＜説明＞ 
私達は、OLA1 が細胞分裂のために重要な中心体や紡錘体極に局在し（図１）、中心体の数の制

御などに関与することを明らかにしました。また、乳がん細胞株由来の OLA1 の変異により、OLA1
と BRCA1 との結合が消失し、中心体の数に異常を来すことを明らかにしました。さらに、中心体

の数に異常を来す遺伝性乳がん・卵巣がん症候群由来の BRCA1 の変異体では、OLA1 との結合が

著しく減少することも明らかにしました（図 2）。よって OLA1 は、遺伝性乳がん・卵巣がん症候

群の新しい原因遺伝子である可能性があります。 

近年、BRCA1 が遺伝性乳がん・卵巣がん症候群のみならず、難治性乳がんであるトリプルネガ

ティブ乳癌にも関わることが明らかになっています。OLA1 の機能やトリプルネガティブ乳癌との

関わりのさらなる解析は、難治性がんの新しい診断や治療法の開発にも貢献できることが期待され

ます。 

【解説図】 

 
 



 

図１. OLA1 は細胞内の中心体や紡錘体極に局在する。 
図 2. OLA1 と BRCA1 のそれぞれの遺伝子変異により、OLA1 と BRCA1 の結合が消失し、中心体

の数が異常になり、異常な細胞分裂が引き起こされ、がんの原因になると考えられる。 

【用語説明】 

中心体： 核の近くの細胞質に存在し、細胞の分裂期には紡錘体極になる。 
紡錘体極： 細胞分裂の際に、染色体を娘細胞に均等に分配する機能をもつ。 
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